





A Case Report: An lntentional Change of Mandibular Position with
Intercuspal position by Orthodontic Treatment for an Adult Female



















































































































































































































分析項目（mm） 術前 術後 差
E－line　to　Stomion ±0．0 一1．5 一1．5
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Fig．3－A
・綴i濠
　　　　・灘1
Fig．3－B
Fig．3－A：Post一七reatment　facial　and　oral　View
Fig．3－B：Post－treatment　lip　profile
44 上條，川原：咬頭嵌合位を変位させた成人症例
Fig．5－A
Before
一一一一一一一一一一 `fter
Fig．5－B
Fig．4：Cephalometric　diagnosis　in　post－treatment
位’°）が許容されるものであると考える．
　便宜抜歯の適否についてはその基準に未だ定説
がなく，多種多様である11・12）．抜歯・非抜歯の決
定は基本的には治療方法によって大きく影響を受
ける．本症例において，主訴が上顎前歯の突出感
である（Fig．　2）ことから，一般的には上顎は第
一小臼歯を便宜抜歯することで主訴を改善するこ
とが選択される．しかしながら，術前の顔面写真
（Fig．1－A），口唇の写真（li　ig．　1－B）および
Naso－labial　Angleの分析値（Table　1）から判
断すると，術前での軟組織プロファイルに異常は
見られなかった．これらのことから，顔貌の変化
と審美性を考慮すると過度の上顎前歯の牽引は避
けなければならず，歯軸の改善と圧下のみを行う
ために抜歯部位の選択は第二小臼歯が適切と考え
られた．
　以上，本症例は上唇の突出感を主訴とした成人
女性患者に対して，下顎位の適正化を主とした歯
科矯正治療を行い，良好な咬合と軟組織プロファ
イルを得ることができた．
ま　と　め
　上顎前歯部の突出感を主訴とする成人女性患者
を歯科矯正により治療した．咬頭嵌合位における
口腔周囲筋の過度な緊張状態から，下顎位を前方
に変位させた咬頭嵌合位の獲得と軟組織オトガイ
部の形態改善により上顎前歯部の突出感の減少を
計画した．上顎左右第二小臼歯，下顎左右第二小
臼歯抜歯による歯列の再排列および下顎位の前方
Fig．5－C
Before
一一一一一一一一一一 @After
一一一一一一一一一一 `fter
Fi昏5－A：Superimposition　oll　Point　S　with　S－N　Iine
Fig．5－B：Superimposi七ion　on　Point　ANS　with　ANS－PNS
　　　line
Fig」5－C：Superimpositon　on　Point　Me　with　mandibular
　　　Plane
変位を行い，良好で安定した咬合と軟組織プロ
ファイルを獲得した．動的治療終了後，さらに2
年間の保定期間を経てなお，歯列，咬合の状態は
良好に安定している．
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